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的目の'7b 

ブし研

昭和 40年度会国学力調査中学校第3学年英語について，調査の結果を分析的に研究し，学習指導改

研究の対象と方法I 

蕃のための資料とする。

分析の対象としてとりあげた調査問題

大間分野.領域 ねらい

団関くこと 話すこと発音 文中の語の強勢についての習熟

回読むこと文の意味 ノごラグラフにおける要点の理解

図書くこと語の運用 基本的な誇の運用についての習熟

図書くこと 文の転換 文における時制‘態および文の種類宅ピ転換して蓄くことについ

ての智熟 き表わすと山一一いて二の |図 書く こと 文型の運用 文型を用いて日本文の意味を英文で書
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調査問題のねらいに対して ，調査結果に示された誤りの穣類，傾向について確かめると同時に，内容

的にも広い範囲にわたって生徒のもつ誤りやすさ ，誤りの傾向を具体的には握するととをねらいとして

分析的問題を作成した。分析的問題は録音テープによる聴取の問題と問題用紙によるものの 2種類を作

成した。 問題用紙によるものは文中の語の強勢 ，読む力， 奮く力に室長をおき ，録音テープによるもの

〔内容にでは発音の聴取が草者、となっているが内容には単語，問答における抑揚，長文読解を含めた。

を参照、)ついては直結果とその考察

speakerによることが望ましいのであるが，とこでは諸穫の告l節句からなお，聴取にはna，tive

録音テープによったものであり，録音テープの作成には新潟大学教育学部講師Mrs.De f f n e rのど協

力をいただいた。

き続手(2) 

分析的問題の実施には， 問題用紙による テス トを実施し ，回収後録音テープによるテストを行なった。

象実サ(3) 

全国学力調査を実絡した生徒の 100名について実施した。

-173-

期

昭和 40年 9月から 10月に行なった。

時(4) 



E 結果とその-考察

I 発音について

(1) Aural Perception Testについて

(分析的問題j

録音テ プ・テスト

「一一
ex) b 0 Y b(lY boy 

1. 1 i ve leave 1 i ve 

2. n c t kn i t knit 

5 汀len man ロlen 

4. wa i t wet wet 

5. b i r d bud bird 

6. heard hard heard 

7. c a t c u t c u t 

8. h u t hot hut 

立 bought bought boat 

10. h Op hope hope 

11. P u 1 1 pool pu 1 1 

12. think sink think 

13.1ight ~ i g h t right 

14. h e a t feet f e e t 

15. seen seen sheen 

解答用紙

これは「ききわけ」の力をみる問題です。それ

ぞれ三つずつ単語な読みますから，その中から一

つだけ他の二つとは異なったものを選びだして，

その番号をOで閤みなさい。

例 I1 2 ③ 8 ② 5 11" 

② 3 ? 2 ⑤ 

2 I① z 3 10 ① 2 3 

3 I 1 ② 5 11 ② 3 

2 5 12 ② 5 

5 I 1 ② 3 13 2 @ 

② 3 14 ① 2 5 

1 1 7 の 2 5 15 2 ③ 

同一一一一一-1

O印正答

ただしMrs . De f f n e rのhot，hopの発音はそれぞれ (hat)，(hap)であった。

表 1 Au raJ pe r c ep t ion Te s tの正答者数

表 2 正答数分布
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昨年は〔α〕ー(A)が 14，(h)ー(0が 21， (r)一(1 )が 23，(s)一C8)が 4日，(f)ー(s)が 53

( a)ー(e)が 64で他は 70以上であった。ところが今年は ，表でわかる通り， ( ae )一(eJが一番悪

< ，次いで (u :)一(u)，(s)ー(t!)，(h)ー(iJ，(i:)一(i)，(e)ー(i)，(a:)一Ca:)，(A)

ー(0:)，(α〕ー(A)，(rJー(1 Jが順次悪かった。 Mrs.Deffnerの発音がは 4 きりしていただけ

に悪すぎる。

a【白日】-[6] (<.e)は単独でとり出すと ，日本語のアのようにきこえるといっても ，( a)の前

母背としての性格が (m)のようにロの前で出す音の時には (e)に近いという印象をあたえて，正答者

b・4韮端に少なか・ったものと忠われる。 have と hat をそれぞれ生徒に発営をカナ~きさぜると 〔へブ〕

〔ハッ ト〕となる。 これは(a Jの二面性を示すものであろう。こ ういう点を心得て指導がなされる

必要がある。

b【u:】-[u] (u)の発音があま りにも緊獲しすぎると(u : )に近〈なる。特にfu 11ゃ pull

はfoolゃpoolに非常に似た発音になることがある。あるいはその傾向がMrs.Dcffnerの発音

にみられたのであろうか。それにしても，昨年の正答者86に比べるとあまりにも少ない。これは恐4っ

く(u)と(u : )の質の差を無視して ，長さの位異にだけたよって， (u)と(u:)a-区別してきたためで

はあるまいか。 Mrs.Deffnorの (u:)の発音は長さのJ点だけでは確かに cu u Jと(u)の中間位で

あった。長さの侶異にだけたよって， (u)と(u:)を区別できるときはいいが，呉なった環境にあらわ

れて長さの違いが殺りにならないときは， (u:)と(u)の区別は聴取上の問題点となる。それがあらわ

れたものであろう。音質の差を習得させることが大切である。

c [s J-[ 8] この二つは肉声なら正答はもっと多かったものと思われる。しかし(8)は臼本語に

はない音だけに ，あるいは同じに跨きとれたのかも しれない。また生徒の中には(s )と(8 Jを全然区

別しないで ，日本語の「ス」ですませていたものがあるのは事実である。ペーパー ・テストでsillkの

( s.)と同じ(s Jの発音をもっ誇を選ばぜたらthinkを選んだものが 20%もあらわれたことでもわ

かる， (8)が臼本語にはないので， (0 Jと (sJのiヌ別は聴取の間m..':?となるものであるが ，(s)は

摩擦音で，スーと空気の出ていく音がきこえるのに (8)の方は同じ摩擦音でも，空気の出ていく音が

きこえ々いなどのととを指摘すると， 生徒はよくわかってくれるものである。 (8)の発音と共に，(s ) 

と(tI)の聴取の区別をしっかりつかまぜることが大切である。

d【i: ]-[i] この二つは長さも関係はするが根本的には質的に途うものである。日本語の「イJ

't rイー」は長さの進lい，すなわち「イーJは「イ」の二倍の長さという ことであって質的に違うも

のではない。このくい違いから， (i :)と(i )の区別がむずかしいことは容易に想像がつく。しかし

~'I練によって， この区別はそうむずかしいものではない。

e [i ]ー【e] 日本語には「イ」と 「エ」があるから， 区別できそうに見えるが ，結呆はあまりよ

Kない。それは英語の(i Jが弛後母音のためで ，その柔かい発音がなされるとき舌が日本語の「イ」よ

bも低<， iエ」に近いためであろう。しかし い〕 と(e)はそう区別のむずかしいものではない。

f [a :】一【9:] 日本給にうっすと，どちらも「プー」となる。よほど注意しないと区別はむずか

しい。新潟情心女子高校のSister paulaが生徒の発音の矯正に一番苦労するのがこの二つの音の

旦別であると云われたことがある。しかしよく注意しさえすれば ，口を大きく 開く(a:)は ，口の聞き

の比較的小さい(a: )に比べ ，そう区別のむずかしいものではない。昨年のテストでは 91であった。

g [A )-[ 9: ) 二っとも中部半開母音で，それぞれの隣接音は同 じであるから ，その影響は同じ
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と考えると ，あとは長さの相異となる。 仁!の聞きが大きくなればなるほど後に続く音によって影響を

うける長さの差異が目立たなくなるわけで ，よく訓練をうけていないと区別しにくいことになる。

この二つは両方とも中部怯音で， (a Jは開母音，(A Jは半開母音という質の偲異h [a】-[A】

〔ω〕でなくて(;) Jであったら，もっとよい結果が出たことであろう。だけでよく似ているものである。

昨年は 14と非常に悪かったが，それに比べればかなりよかったといえよう。最近は米音の 〔α)も，レ

コード，録音テープなどで聞く機会が多いから比較的よかったものと忠われる。

(h i : Jと[h)と(fJが日本人にとって問題となるのは (huJと(f u )である。i [h]一【f】

(f i :)はそれほどではない。昨年の 21に比べれば， 36はよいと云えるが， [r J一(1)，(sJーC(i J 

に比べたら，もっとよい結果が得られてもよかったように思う。

1【r]ー【1J 日本語のラ行の子音は舌端が歯茎につくが，ついたまま息が両側から流れるのでは

なく， つくとすぐはなれて声は舌の中線に沿って流れる。 したがって(r Jでもなく， (1 Jでもない

({)なのであるが ，日本語の場合は，英語のCr)と(1 )のように区別しなければならない類似音が，

CrJにはない。だから日本人にと っては ，C r Jと(1 Jの区別は非常に難しいことは，容易に矧像がつ

く。

以上，正答者数が 50以下のものについて，どこが原因になりそうかを検討してみたが，いずれも

pairsを使つての指導法で ，くり返し，くり返し，録音contrastの原理を利用したminimal

テープ，レコー ド，あるいは直接教師の口からなどで十分訓練すれば ，結果はかなりよくなる筈である。

そして耳できく ことがよくなってくれば，それにともなって，発音もよくなっていくわけである。教師

も英語と日本語のそれぞれの音韻と， それらの音韻の組合るぜの状態をよ く検討して ，そとから指導方

Veronicaヵi，法を見つ'1"ていくととが大切である。広島のノートノレダム清心女子高校のSister

中学生の時にしっかりと込しい発音を教え込むと ，彼自pの発音はほとんど完全に近くなるといっておら

れたことが思い出される。

Produc t ion Tes tについて(2) 

〈分析的問題〉

次のア，ィ，ゥ ，エ，オの単語のうちには，左端の単語の下線部の発音と同じ発音を含むものがー

解答らん

〕オ down

つずつあります。解答らんにその記号を警きいれなさい。

エwa1 k ウbroughtイgol.boat (アba 1 1 

2. b i r d ( 7 e a r 1 y 

(ア say 〉

オ <:ut

オ 1i ve 

e

e

 

v

、G
c

a
一
e
一i
一

t
n
L
U
r
 

エ

エ

エ

ウfather

ウ se t 

ウsing

イhard

イspeak

イhead

オ C土t ) 

オthink)

オ set

ェheard

エshine

ウcut

ウsend

イmother

イship

(ア p旦~ ple

3. s e e 

4. s i t 

5.have (7men 

ιs i x (ア sheep

解答らんの中の文字は正答を示す。
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(分析的問題〉

録音テープ ・テスト

e今 eat (i t) (i :t) (巴it)

1. boat (b a:t] (bo1Jt) (baut) 

2. see (si :) (sei) (saiJ 

3. ball (ba:1J (boul) (b:>:l) 

4. si t (si:り (set) (sit) 

5. hard (ha:d) (ha:dJ (had) 

6. look (lu:k) (l此) (JAk) 

7. but (qJl.t) (b昔t)(ba:t) 

a bird (ba :d) (ba:d) (bAd) 

世 dov刊1 (d.t¥ll) (da:ロ)(d(Lun) 

10. back (bAkJ (bak) (bα:kJ 

11. not (na:t) (nat) Cn01Jt) 

12. SlX Uiks) (siks) Ui :ks) 

13. th i比 (si~k) (tJ巧k) cri~kJ 

14. light (laitJ Crait] (rait] 

15. feet (hi :t) (hi :t) (fi :t) 

|同一一りに引 すから

何番白ω発営が正しいかをささわけて，その番号を

Oで凶みなさい。

O'lJeal 1② 5 8 b i r d 1② 5 

1 b oad 1② 5 9 down 1 2③ 

2 s e e ① 2 3 1日back 1② 3 

3 b a 1 1 1 2③ 11 n 0 t 1② 3 

4 s 1 t 2③ 12 s i x 1② 5 

5 h a r d ① 2 3 13 t h i n k 1② 3 

6 100 k 1② 3 141ight ① 2 3 

7 b u t ① 2 3 15 f e e t 2⑤ 

0印は正答

ただしMrs.Deffuerの発音は notは(nαtJであっ

たし， ha dは(had)，dawnはCda :日)，naughtは

(na:tJであった。発音記号はそれぞれMrs . Deffner 

の発音に従った。

発音のproduction testは，実際は二 ，三のnative speakerに生徒一人一人の発音を

きいてもらって，いいか，必いか， passableかどうかをきめてもらえば一番よいわけであるが ，録

音テープに正しい膏と ，生徒のまちがいそうな発音を吹きこんできかぜ ，正しいものを選ばぜる方法を

とった。 ペーパー・テストと録音テープ・テストの両方を実施したのは ，ベーパー ・テス ト，すなわち頭

で考えている ことと， 実際口に出す場合とが来たして一致するかどうかを確かめるためであった。とい

うのは生徒の中にはペーパー・ テス トでは出来るが， 実際に発音させるとさっぱりできないとか，また

その逆に発音さぜると出来るが，ペーパー ・テス トでは出来ないとい。た具合に， 頭の中で考えている

のと， 実際とがちがっている生徒がいるからである。来中学の学業成績の良い生徒に(力ca r d ，(イ)f a-

t h e r ，防 heart，(.斗heardの中から ，下線部の発音が他の三つの発音と異なるものを選ばせたら

同と正解してくれたが ，発音してもらったら ，(h a:d)ではなくて， (hiad)と発音した。逆に某中

学の生徒に問 sing，同 t1 C e，川 sh i p ，(斗 sixの中から，下線部の発音が他の三つの発音と異なる

ものを選ばぜたら， rありまぜん」と答えた。実探に発音してもら ったら，r 1 c eを(rais)と正しく

発音していたが ，(rais)の中の(i )は他の語の(i Jと同じと考えて， rありまぜん主答えていた
ことが判明した。ペーパー ・テス トの場合は先ず読めるか， 読めないかの問題があって ，次に発音を比

較するということになる。そこには，上で述べたような偶然的な正答，あるいは答え方の操作がわから

-177ー



なくての誤容というものが，何割か入ってくることはまぬがれないことであるu そういう危険性を少し

でもさけたいと思って録音テープ・テストもつけ加えたわけて'ある。

テストの結果はそれぞれ次の通りである3

① ペー パー ・テス卜の結果

表 5 正答者数 表 4 正容数分布

正答数

人数

なお誤答分布状態を次に記してみると， (人数〉

(lJbal1 36 brought 27 walk 8 down b 

(2) hard 57 father 1 1 have 3 cut 4 

(3) s ay 15 s e t 12 bed 1 0 1 i Ve 1 1 

(4)people 2 he ad 7 r 1 C e 1 6 s e t 22 

(5) me n 8 mother 3 1 cut 1 4 heard 25 

(6) s h e e p ? ship 22 s h i n e ? think 44 

誤~共通点

((ou)) 

(( a : )) 

(C i :)) 

(( i )) 

((匂))

(C s )) 

c 0:)とc0 u)の区別， (a:)と(a:)，(a)と(AJまたは(<l:)， (si)とCfi)の区別は予想し
たとおりよくなかった。ただ最後のものに thinkを選んだものが 44名もいたことは全く:驚いた。白で

見て，つづりが全然ちがうから ，すぐわかると息っていたが，これでは発音の場合に (s)と(0 )を全然

区別していないことが明らかであり，さらに聞きとるときに，このこつは区別ができなくて当然と息われ

る。もっとつづり字と発音の関連にも気をつけて ，指導がなされなければならない。

② 録音テー プ?テストの結果

表 5

表 6 正答数分布

(人数〉

1. (b 0 a t) (bo:t) 17 (baut) 15 

2. (see) ( s e i) 9 (sai) 

五 (b a 1 1) (ba:lJ 21 (bou t) 27 

4. (s i. t) (si :t) 48 (set) 24 

5. (h a r d) (h<l:d) 23 (had) 64 

6. (l 00 k) (lu :k) 59 (l.'I.k) 1 0 

守 (b u t) (b aet) 52 (b<l:t) 8 

8. (b i r d) ( b a : d ) 30 (b.ll.d J 44 
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9. (d own) (dAn) 18 (da:n) 7 

T日 (bac均 (b Ak) 30 (ba:k) 6 

11. (n 0 t) (na :t) 57 Cnout) 21 

12. (s i x) (jiks) 26 Cfi :ks) 32 

13. (t h i n k) C s iワk) 48 Cf i~k ) 5 

14. (1 i g h t) (rait) 2日〔十ai t ) 42 

15. (feet) (hi:tJ 20 (hi :tJ 1 1 

こうしてみると生徒が ，一つ一つの単語をいかにいいかげんに読んでいるかがはっきりしてくるJ 日

の正答者数だった Seeは日IJとして， down(75) ，feet (69) ，boat (68) ，back(6の， hard

(50)の 6つの単語が正答者数 5日以上で，あとの?つの単語(ball，sit，look，but，bird，

not， six， think， light)はいずれも 5日以下であった。特に， b a 1 1を(bG:l) と読んだり

bu rを(b ~泡 t ) ， b ir dを( bAd ) ， downを ( dAn) ， backを(bAk)と読んだりしたものが多い。(s)

と(O)，(r)と(lJ，(si)と(ji)のむずかしさはすでにふれた。また(s i t )と(si:t)，(ha:dJ

と(hαd)，(luk)と(lu:k)，(nat]と(nα:t)，(siks)とCfi:ksJなど，同じく皆長音化し

て発音しているための混乱と誤りが表われ・ている。ただし (hα :dJと(hadJは逆ではあるが。それか

ら母音の(ae ) ( A.J ( a J ( a :) (α:)(α) ， (0 :)と(ou)，などが正しく発音されていないことがは

っきり出ている。一つ一つの語に関連して，正しい発音を徹底さぜる必要がある。

① ぺー パー ・テストと録音テープ・テス トの結果の比較

a.[OUJと【o:J

ペーパー・ テストでboat(bout)を正しく読んでgo(gou)を選んだものは 21であった。録音

テープでboatの発音そ (bout)と正答したもの 68，またballの発音を(b ;) : 1 )と正答したもの

5日。なお録音テープで(ou)と(D :)の区別のできたものが 97であった。 これからみると，実際はか

なりのものが口での発音と，頭の中で考えている発音とがちがっているのではないかと，由つれる。

ペーパー.テストで正解を与えた 21の録音テープ・テストの結果はboatについてみると (boutJ

17，(bo:t)ム (bautJ1となった。 ba11については (bo:1)14， (bou1J4， (baul)ム無

答 1であった。逆に録音テープ・テストで正答したもののペ パー ・テス トにおける応答は ，b 0 a tに

ついては正解者68の内 ，正答を与えたげを除くと ，他はba 11を選んだもの 21，brought18，

walk7，down1，無答2であった。 ba11については正解者 5日のうちペーパー， テス トで正答を与

えた 14を別にすると，他はba 11 ;合選んだもの 11，brought14，walk4，down5，無答 2であ

つ7ζ。

またペーパー・ テストで正答出来たもので，録音テープ・テストで (boutJ，(bo:l)の両万に正

答のものけという結果であった。とれは(:> : )と (ou)の区別が定着していない。不安定なものがいか

に多いかを示すものである。-

b [a:】と [a:】

ペーパー .テストで， birdlba:d)を正しく読んで， early(a:li)を選んだーもの 25，誤答

のhardを選んだもの 57であった。録音テープ.テス トでhardの発音を正しく Chα:d)としたも

の13，(hab)としたもの 64であった。 bi r dを(ba:d)と正答したもの 26，(bAd)と誤答したも
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の30であった。録音テープ .テストでは lha:d)とlha:d)の区別をしたもの 43，(b o:d)と

(bA，d )は45であった。この結果からも la:)la) laJlAJの区別がかなりむずかしいととがはョき

りしてくる。

ペーパー・テストの正答者 25は，録音テープ・テストではbirdに正答しているもの 9，誤答

(bα: d ) ， l b Ad )それぞれ8であった。また録音テー プ・テス トの hardについては， 正答したもの

4 ，誤答 (ha:d)lhad)，それぞれ 4と 17であった。

逆に録音テープ ・テストの正答者をペーパー ・テストからみると， h a r dに正答しているもの 13のう

ち， ペーパー ・テス トで正答のもの 4，誤答の hard8，father1，であった。また bi r uの正谷23

のうち，ペーパー・ テス トでlE答のもの 10 ，誤答のhardl1，father3，have1，cutlとなっ

ている。ペーパー rテス トおよび録音テープ・テストの両者で ，三っとも正答のもの 1という結果であ

った。 Mrs . D e f f n e rがアメリカ人であっただけにhard，birdとも lr Jの音が多少みとめられた

りして ，むずかしさは予想できたが ，結果成績は予想よりはるかに悪かった。ペーパー .テスト ，録音

テ プ・テス トと もできたもの 1とは改めて ，Sister Paulaの rlα: Jとla : )の区別が生徒に

はとてもむずかしい」との言が思い出されるのである。

C 【~ .】と [iJと【eJ

-'"'--'七一・テストで seelsi:)を正しく読んで， speaklspi :k)と正答したもの 53。またsi t 

l s i t )を正しく読んで ，singlsiワ〕と正答したもの 530 lsitJに対し，誤答の ls e t)を選む

だものが 22もいたことはい〕とle )の区別のむずかしさ宏示すが，これはい〕を日本語の 「イ」で

おさかえ ，しかも「イJとle )がカなり似ているこ とに基くものと息われる。ととろで録音テープ・テ

ストの結果をみると ，s e巴においては ，正答したもの ?口の高率そあげているが，一方 si tの万は正

答 したもの 27 ，誤答lsi:t)， lset)を選んだものがそれぞれ 48と2eであった。Seeの万は別

として， s i tに関してはli Jとl1 : Jの区別がかなりむずかしいことがわかる。また li Jとle )の混

乱もかなりみられる。ぺーパ .テストでspcakと正答したもの 53を録音テ プ・テストについて

みると， s e eの正:frを選んでいるもの 5o，lsei)，lsaiJの誤答を与えているもの，それぞれ2

と1となった。ペーパー ・テス トの si tに対し， S 1 ngと正解した 53を録音テープ fテストからみ

ると ，l s i t Jと正答したもの 15 ，誤答 (si:t)， lset)を選んだもの，それぞれ 30とBであっ

た。また録音テープ.テス トの seeに正答した 90をペーパー・テストからみてみると， speakと

正答した 50は別として ，誤答sayが 12，setが 10 ， b e dが 9，liveが8，無答 1であった。

録音テープ・テストの si tについて正答した 27をペーパー ・テストの菌からみると， s i ng と正答

した 16は別として，誤答の setを選んだもの 6，riceが4， he adが 1であった。ベーパー ，テ

ープとも 4つできたものは僅か?であった。

い:)， Ci).l巴〕の音質のちがいに注意しないところにその原因があると思われる。 Aural

PeceptioD Testでは li :)とLりは正答40，le)とli )は40，lei)と(e )は 79であっ

す，，._。

d [ ge Jと【八】

ペーパー .テストでは havelh a;vJ1:'正しく読んで， catlk aョtJを選ぶもので，J.E答者数は

2 1で ，誤答のmenを選んだもの8，mother31 ，cut14，heard25であった。 haveはとかく

l a JとlvJの組合わせで， l a Jがle Jに近くきこえるためか，生徒は日本語のカナでよく 「ヘプJ
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としているものが多いので， menを選ぶものが多いのではないかと思ったが，むしろ (h;)vJに生徒

がよくなれていたためか， motherを選んだものが多かった。 haveとca tでは同じla)でもかな

り違ってきこえるために，正答者数が少なかったのであろう。とこるでテープでbackの発音を正しく

(b ae!()と解答したものは 64，lbAk)が30，lba:k)は6であったの l b .l¥k)の 30は日本語

になった「パッ ク」の影轡も多分にあったものと怠われる。また， b u tでは， lbAt)と正答をしたも

の40，lbaet)と誤答したもの 52，lb<l:t)は8であった。やはり la)とlA)の区別のむずか

しさがはっきりでているように思われる。それにしても， Aural perception Testのcat

とcutの区別主主正しくしたものが87となっている所から判断すると， haveなり butの発音が生徒

にしっかり矧富していないのではないかとも思われる。なお，ペーパー ・テス トのhaveの正答者21

を録音テープ.テストからみると， b ac kに正答しているもの 15 ， b u tの方は，正答しているものが

8であった。録音テープ テス トに正答したものをペーパー.テス トからみてみると， b a c kの正答者

6 4については，ペーパー.テストではca tと正答したもの 15は別として，誤客分布はmen6， 

mo t h e r 1 8 ， c U t 7， h e且rd 1 7，無答 1となっている。 butの正答者40についてみれば，ペーパ

ー.テス トでは正答者Bは別として， me n 4， m 0 t h e r 1 4 ， c U t 4 ， h e a r d 1 0であっむそしてペー

パー ・テープの三つ会部できたものは僅か 6で， 生徒がla)とl.1¥)と(a : Jなどそいかにいい加減に

発音しているかがはっきりしてくるのまた，頭で考えている管と ，実際王手なり，ロでの音とは一致して

いないととがはっきりするのである。

e【s1と【f]

ペーパー ・テス トではsixlsiks)を正しく読んでsendlsend)を選ふ'もので ，正答したもの 15。

thinkと誤答したもの 440 s h i pなどの lf)の音を選んだものふ40となった。日A語には ls i )と

いう音がないために，とかく lfi)でおきかえられるということはよくあることで， s i xの場合と，

shipの場合は， l s i )とlfi)の発音環境が似ているので， lfi p)を選んだもの 22は予想、できた元E

thinkの 44は全く不部IJのことであった。前述したように ，( s )とl(1)を区別していないことを如実

に示したものと去える。録音テープ・テストでは， s i xの正答者は 41，(fiks)と誤答したもの26

lfi :ks)としたもの33であった。またthinklOilJk)の方は，正答者46，lsiぢk)と誤答し

たもの 48，lfiョk)は5であった。 Aural Perception Testの同・じsinkとthinkの
区別ができたものが 19であるたのを怠いあわぜると，かなり，その場，その場の答えがあったのでは

ないかとも想像できるのである6それにしても同時にやったテス トでthinkの発音を選ばぜたのに ，

l8iりk)と正答したものιが 46 -c'， Au r a 1 Pe r c e p t i .0 n Te s tの区別ができたものが 19とは

問題の出し方がちがっただけで，同じ問題なだけに，不思議な感じがする。

なお、ベーパー .テストのsi xに対し， s e ndに正答したもの 15を録音テープ.テストからみる

と， lsiks)の正答者?〆lfiks)と誤答しているもの6，また逆にテープ・テス トで lsiks)と正

答したふの 4日のペーパー.テストの解答分布状態をみると ，s e ndの正答?は別として，誤答では

sheep1， ship5， shine4， think22となった。またthinkをみると ，lO i ~k) と正答した

あの 45のペーパー・テストの結果は正答者の?を除いて， seep4，ship15，shine2，think 

1 Bとなっている。ペーパー ・テープとあ三つできたふのは僅かに 4であった。 ls )とlO)，lJi)と

l s i )のむずかしさとともに，訓練の必要きが痛感される。
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発Eまの指導にあたっては ，各音の発音の仕方を一つ一つ単独に教えるとと{)必要ではあるが，その各

音と隣接音との組合わぜ，あるいはその発音のなされる発王子環境 ，いいかえると ，音韻の分布状態を教

師が心得ておいて，その知識をあとにして，生徒の銃煮をとらえ，実際の発音を生徒に体得さぜること

の万がより大切である。自分の ことに至って恐縮であるが，釜者の娘が ，現在 1..{ 1 0か月で，丁度言

葉を覚えはじめたととろで，よく注意していると，発音しやすい音韻の組合わぜと，しにくい組合わせ

のある ζとに気づく。娘の名前はトモコというが，娘はいつあ自分のことをモコと呼んでいる。ト，モ，

コはそれぞれ発音できるのであるが，トモコと続けることができないで，モコとなる。またトモと続け

るとと色できないのである。娘の場合トとモの結合に難点がある。とれと同じことが，生徒に発音指導

をする際におきていることは容易に想復されるのであって ，そういうtrouble spotsを， 英語と

日本語の音韻体系の比較から，見出して，その発音の徹底をはかることが大切である。例えば蒋頭の

[p)は気息を伴い ，語中の場合はそれが弱くなり，語尾では破裂がなくなるというようなことは，生徒

は浬くつでしらなくとれ，体得していることが必要となろう。また ，発音環境によって ，きこえ方がち

がうというととでは ，筆者が 40人の生徒にhavelhaev)，haslh aes)，hadlh aedJのla)

がどのようにとられているか発音をカナで警かせた。 その結果have-a:'rへブ」とした色の 18人，
「ハブJ 2 2人。 hasでは「ヘズJ1人 ，rハズJ3 9人 ，hadでは「ヘッドJ3人， r ~、ッ ドJ3 7

人で， 同 じlae)でふ， 発音環境によって， l e ) ，あるいは L八〕に近く， かなり発音が違って受けと

られていた。だから，個均の音を単独にとらえて教えることふ大切であるが，それ以上に ，発音環境に

よっての発音のずれになれきぜ ，体得させていくことが大切である。それには単語だけでなく ，文を通

しての練習が必要となろう。これにはminimal pairsを利用することが一番ょいと思われる。最

近畿者の生徒の 1人が，レスYングで， 3週間程渡米してきたが ，その生徒が帰ってきてから話したこ

とほの中に， i始め上陸して，英語をきいたときは ，ただ一巡の音の連続としかきこえず ，単誇一つつ

かめなかった。しかし三週間の終わり頃になってきたら ，窓味はわからなかったが，単語と単語のきれ

白ははっきりわかるようになった。」というのがあった。 hearingの重要さを示すことばとして大

変興味深〈感じたのである。あわせて怠い出されるのは，新潟大学の付属中学校に数年前， 7}レプライ

ト交換教諭としておられたMr.Matsuedaの「日本では一つ一つの発音とか， intonationがか

なり室主主祝されてきていることは喜ばしいととであるが， hear ingがあっと強調されてよいのでは

ないか。」と云われたととである。レコードや録音テープ，あるいはnative spcakerによる生

の声などを通して， 時聞をかけてくり返し 3 くり返し生徒にnative speakerの声をきかぜて，

慣れさぜ，体得さぜることが必要である。

(3) Sentence Stressについて

(調査問題)

次の 1， 2 ， 3のア，ィ，ゥ，エ ，オをつけた文について，最f)強く発音する単語を，ア，イ，

ウ，エ，ォの中から一つずつ選んで，解答用紙のその記号をOで阻みなさい。

1. wh a t d i d y 0 u f iロd in the box 7 

1 found a bird in it. 
アイ ウエオ
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2. Ma y 1 r e a d t h i s b 0 0 k ? 

No，you must~ t. You may read that one. 
アイウエオ

五 1 d i d n' t g 0 t h e r e w i t h rny f a t h e r • 

1 went there with my rnother. 
アイ ウ エ オ

解 答 ら ん

1. ア イ @ エ オ

2 ア イ ウ @ オ

ア イ ウ コ二 @ 

(分析的問題)

0印は正答

次の下線をひいた文の中で ， 特に強〈発音される需はどれでしょうか。角If~らんにその記号を書

き入れなさい。

1 "羽庄lere did you go 1ast Sunday y" 

tt 1 went to the town." 

アイ ワエ オ

2. .. Ma y 1 t a k e t h i s b a g ?" 

電電No，you mustn' t. You may take that " one. 

ア イウ エオ

3. .. 1 d i d n't g 0 t h e r e w i t h my s i s t e r . 

.. T we n t t h e r e w i t h my b r 0 t h e r . " 

アイ ワ エ オ

解答らん

オ

2 コニ (解答らんの中の文字は正答)

3. オ

(分析的問題)

録音テープ・ テスト

ex) 

1. 1 1 ik，自 anapp1e better. 

2. T 1 ike an apple be l ter • 

3. 1 1 ike an apple better. 

4. 1 1 ike an apple be t ter . 

次の下線をひいた文について，ーか所だけ強〈発

音する読み方で五通りに二回読みます。どの単語を

強く発音した読み方が正しいかをさきわけて，その

番号をOでかこみなさい。

5. 1 like an apple better. 
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終¥Vhichdo you likc better，an apple or 

" a pear ? 

"1 li胎 anapple better. 

多1

"Wha.t did you Iind in the box ?" 

" 1 found a bird in it " 

l 

1. 1 found a bird 1n it. 

2. 1 found a bird in it. 

3. 1 found a bird in it. 

4. 1 found a bird in i t. 

5. 1 found a bird in it. 

1 

. . 

“ ~ay 1 read this book 7" 

No， you mustn' t. 

2 

Y oU rray read that one. 

1. YOU口sYread that one. 

2. You may read tha t one. 

3. Yourmy read that one. 

4. You rmy read that one. 

5. You may read that one. 

2 

" 1 didn' t go there wi th IllY iather. 3 

1 went there wi th nv mother. 

(ただし問題は調査問題に同じ)

O
は
正
答

5 @ 5 2 (例)

1. 1 went there wi thηV mother. 

2. 1 went there wi th mr mother. 

I明 ntthere with rrv rmther. 

4. 1鴨 ntthere wi th rrv rmther. 

5. 1 went there wi th rrv rrother. 

3 

5 

5 4 ⑤ 2 

5 @ 5 2 2 

⑤ 4 3 2 3 

(ただし下績の需を強く読む)

牛"''-.TA 1-. )応答分布

トェア イ ワ エ オ

1 2 23 ι 5 。
2 8 1 6 21 。20 
5 2 15 7 13 。|

分析的問題(表8

O
印
正
答
数

調査問題応答分布

ト¥ ア イ ウ コニ オ

1 3 28 @ 4 1 0 

2 1 0 ? 18 。1 7 
5 4 32 7 20 。

表 7

正答者数分布

------旦杢空 。 1 2 3 
調査問題 22人 36 25 1 7 

分析的問題(ペーパー)1 7 26 35 22 

分析的問題(テープ) 14 29 38 19 
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表 10 
表? 分析的問題(録音テープ .テストによる)

応答分布

卜¥ ア イ ウ エ オ |

1 1 18 。13 ? 

2 6 1 9 1 6 ⑪ 
5 1 0 1 4 7 2 CfJI 



表 11 分析的問題のペーパー ・テスト結果とテープ ・テスト結果の相関

~ペ~ー~パ~ー~.テ乏1ヶトズEテ1事ス~ト~正ー答ーn 。 1 2 5 

。 5人 5 ? 日

1 7 1日 6 2 

2 4 1 0 14 B 

J ー， 2 2 ? ? 

説査問題と分析的問題の実施時期がずれていたので ，どの位の差がみられるかと患って ，分析的問題

の録音テープ・テストでは調査問題と同一問題を実施してみたが，ろの問題はかなりの向ょを見ぜたが

1 • 2は大しでかわりはなかった。信人別にみると，調資問題では るつできていて， 録音7←プ ・テス

トで日という {')のが 3，逆のあの{')3であった。

①分析的問題{ペーパー・テスト1 wh e r eときいているのだから ，当然 ，t ownに， sentence 

st'ressがくる。 正答者数は 660 ところがwentと誤答した色のが 23もあったが， wh e r eで始

まる聞の文に，関係なくただ機械的に動詞だから ，あるいは上の文と比較すると ，上の文にない，新し

い単語だからと云う理由から ，wen tとしたものであろう。

録音テープ・テス トではwhatで始まる疑問文に対する答であるから， b i rdに sentence

stressがある。正答は 570 foundとしたものが 18。両方の関係をみると ，ペーパー ・テスト

で正答のもののうち，録音テ←プ・テス トで正答のもの 42，foundとしたもの 9， i tとしたもの

8であった。また録音テープ ・テス トで正答のもの 57のうち， ペーパー.テス トで正答のもの 42は

別として ，wen tを強く 読んだイとしたもの 12であった。

また ，調査問題と録音テープ ・テス トの結果をみると ，調査問題で正答し同 じ問題を録音テープ・

テストで誤答のもの 21。逆に録音テープ .テス トで正答，調査問題で誤答のもの 23であった。 5っ

とも正答のものは 28であった。

②分析的問題 {ペーパー ・テスト1 this bagに対して， that on巴と対照を示す場合で

ある。したがって thatにsentence stressがある。正答 :55 ， t a keとしたもの 21， 0 ne 

としたもの 20。録音テープ ・テストをみると，正答 4目。 mayを強く読んだ場合としたもの 160 

oneをつよく読むとしたもの 1Bo takeを強〈読むとしたもの 16であった。両者の関係をみる と

ペパー ・テストと録音テープ ・テストの両方正答 18であった。 ペーパー・テストで正答， 録音テー

プ .テストに誤答したもののうちで一番多かったものは take 7であった。また録音テープ.テス トで

正答 ，ペーパー・テス トで誤答のもののう ちで ，一番多いのはoneをつよく読んだ5番 10であった。

録音テープ .テストと調査問題の結果をみると，両者正答 20。調査問題で正答，録音テープ・テス

トで誤答Z60 逆に調査問題で誤答，録音Jテープ .テス トで正答 Z0。後で行なわれた同一問題の録音

テープ .テス トの結果が悪い。

③ 分析的問題 iペーパー ・テスト) sisterでなくて， brotherであると ，とれも， 2番と

同じく対照の問題である。正答は 63で， 2番より結果はかなりよい。 2番ほ ，一般にS巴ntence

stressのない代名詞が対照を示すために ，sentence stressをうけたものであるのに対し，

3番は ，一般にsentence streS3のうけがちな名詞の場合だったから，.わかりやすかったもので
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あろう。多かった誤答はwentの 15とwit hの 13であった。録音テープ ・テストではmotherを

つよく読む5としたもの 66で， ペーパー ・テストよりもよい結果であった。多かった誤答は動詞

wc n tをつよく読んだもの C1 4 )と Iを強く読んだもの C1 0 )であった。

両方正答 51で， ""，，'ーパー・テストは正答，録音テープ・テス トで動詞をつよく読んだ誤答2を選ん

だもの 8， 1を強く読んだ 1を選んだもの 4であった。逆に録音テープ ・テストが正答のもののペーパ

ー ・テストについての誤答はwen t 5， w i t h 4， my 6となった。

調交問題と録音テ プ・テス トでは両万正答 29であった。 ζれだけは，調査問題の正答 37で，同

じ問題の録音テープ ・テストでは 66と，約 30の増加となっている。調査問題で正答 ，録音テープ・

テス トで誤答の 8iこ対し ，調査問題で誤答，録音テナプ・ テストで正答は 37と増加した。

(分析的問題)

録音テープ ・テスト

ex) 

ヨ主三戸五百7"、s，he is a同布石r."
" Is竺三戸五EEj竺7"代首山 15a戸石市E."
コ己ea戸五恥1"代Yeshe i s a同誌をz."
コ三竺五百高子'l"、she is a戸五階"
1eE竺 lhfhe，th枇 Y叫旦口当事延1"
"Hlwlarelyou7" "Fine，Lha此 you.H:笠主釘ぜ'

"HCMT areiデ担ど'伐Fine， thal11k you主主J五百lyou?"

"How同五回7""Fine， th拙 you.~司竺u7"

2吹mat.is your同巴7"一時 narais Thro・盟主~子高il旦担?"、hat'is your同性7"冶切畑 IsTaro.i.¥h叫 i5your同性f
"盟主主日百円旦竺?"Mnkm is tU0.m.at 15 your向性1"

ヨ包tisIY石1旦笠?"":rvv narre i sτaro担止と庁同n問 7"
3恨l九f叫 didyou doF司巴竺竺7"“1went駅rimming in the poo 1. " 

をl.¥hatdid you d~fYë型空竺7" "1鴨 ntS¥vimm.Ing in the pω. 
てe

"Did you have a good tira7" "Yes，1 did， 

「ーー一一一一一ー』ーーー一 >> " 
mat did you doIyesterdayi" 1 鴨川町m出口gi:l the pool. 

Wat did you do岡恒生7"汁 鴨川町田lmingin山 pool
" Di d you have a good t irre?" 代Yes，Idid." 

ヘ，>iflatdid you dolyest百五子'1"代I鴨川町m也ngin the p口01."
「ーーーー一一ーァー一ー" 電電

1i¥hat di d you doI yesterday?，' 1鴨川飢nmmingin the pool." 

.. Di d you hav，巴 agood tira?" "Yes，I did." 

- . 8.6ー

次の会話を ，下線部

のあがり，さがりにつ

いて四通りに二田読み

ます。何番自の読み万

が正しいか，よく注意

してききわけ，その番

号をOで間みなさい。

例代Ishe a teacher?" 

au

一V
A
一e

s
「
h

唱

A

一ρ
、
一
a
e
一E

L
H

一?hw

。。十
、A
，
一
Y
一

1吠f1i:y;vare you? 

" FI ne， thank you. 
How are you?" 

2"Wl.at is your 

na訂Eヨ?"

1<T-. nara i s Taro. 
mJat is your 

n注ne"

3"l九hatdid you do 

yesterd且y?"

ーム_.1..・



I明 ntswimming 

in Lhe pool." 

、"『ーー守 . " t~ 

ye*erday?' 1鴨川副i:nmingi n the pool." 

D
 y

↑

e
一

d

一Y
一

m
一

? r w巴ntswIJmning in the pool." 

i d you have a good t irre'( 

1 wentn鼠i¥;;mming

in the pool." 

"Did you have a 

good -.;ime?" 

“Yes，T did." 

解答らん

3 @ 1 2 t列j

1 ② 3 4 

3 4 ① 2 2 

3 @ 1 2 5 

OSjJは正答

日2 17 
T
'
h
B
E
EE
'?
l
I
B
E
E
E
i
 

5
 
5
 

7
2
1
11
B
E
E守
Z
I
--
!
l
l

人
必
川
崎a川崎

正答者数分布

。川
一
]

表 13 

ノ

O
印
は
正
答

応答分布

問題番号 5 4 

1 8 1 6 

2 25 1 8 

3 1 7 30 26 Q 

表 12 

intonationの問題は今まで 3 ペーパー ・テストでは文尾をあげるとか，さげるとかをきく問題であっ

た。こういうテープによる問題には恐〈慣れてはいなかったと思われる。 1・2番は教室でも比較的注

意されているが， 3番については，テープをきいてみると非常にむずかしく ，2 6の正答は偶然による

ことと考えられる。

(1)'主竺F百江主主?"で始まって ，"How ar c戸、"と応答するのが，ふつうの intona_
tlonの裂である。すなわち，始めの 「御気機いかが」に対して， r君の万はどうなの」と yClllの部分品

patternで，正答者は 35あった。始めのヲ対多として行が高められてなされる intonation

なわれているとすれば，も っとよい結条であ ってよかった筈である。

patLernにより， nameのところが ，高まり次の文

では 1と向じ<，対照的町ourが高められる。すなわち百三J三三竺ゴTaF?"に対し，
Ma t i~JY~司己竺') "の組合わせが正答である。正答者は 22であ北。
③繰返しを要求するいい万で，少しむずかしすぎはしないかと思われた。始めの文はWbatで始ま

る特殊疑暇であるから，賜を下げて，"附atdid YOll doR巴竺
「プーノレに泳ぎにいった」といったのであ石が，ょくさきとれなくて ，r何をしたって ?Jともう一度

繰返してくれるように要求しているのが2番目の場合であって 3 この場合にはふつう，少しゆっくりと

しかもはっきりと ，文尾をあげる。すなわち吠what did you doIyesterday?"となる。
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である。それに答えて，

始めの文は，ふつうの intonation② 



したがって 4が正答で ，正答者は 26であった。

授業中はできるだけ，テープ ，レコードなどでnative speakerの発音になれさぜて，.il:.しい

lntonationを身につけさぜるように指導すべきである。そのためにはテキストのco.n t e x tをよ

く考えて，それに応じた intonationをたえず指摘して ，生徒に lntonationへ注意をむけさ

ぜることが必要である。

生徒の読み方の指導にあたっても，例えば長い文を生徒がうまく読めないときは，例えば1t' s 

ve r y k 1 n. d 0 f y 0 U t 0 i n v i t e me t 0 d i n n e r .という文なら ，intonaionをく

ずさぬために ，後の万から ，まず to dinner，次いで [0 invite me to dinnerといわぜ

それができたら ，of you to invite me to dinnerとし ，さらに very kind of 

yu~ to invite me to dinnerとして ，1 t' s ve r y k i n d 0 f t 0 i n v i t e me 

[0  dinner.という文へと練習さぜる。こうすると intonationはくずきないで ，練習さぜる

ことができる。指導にあたっては ，とうしたくふうをこらして正しい intonationも合わせて文

型紙習もなされることが望ましい。

2 文法事項について

(調査問題)

次の 1， 2 ， 3を意味のとおる英文とするには ，それぞれの亡二コの中にどんな単語を一つず

つ入れたらよいですか。その単語を解答用紙のそれぞれの一一ーのところに笹きなさい。

1. Th i s wa [ c h i s b e t t e r L二二It h乱t 0 n e . 解答らん

2. 1 wa n t亡ゴ read this book. than 

2 t 0 

3. How亡二lwater is there in the grass? 3. I much 

解答らんの中の藷は正答である。

(分併的背題 )

次の各文を完成さゼるには (

紙に主宰き人れなさい。

)の中にどんな単語を入れたらよいですかむその単語を解答用

1. 1 am no[ so busy( )he. 

2. F a t h e r wa n t s ( ) d r i n k t e a . 

3. How( )sugar do you wan[ in your coffee? 

4. 1 a m v e r y g 1 a d ( )mee t you. 
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解答ら ん

as 5 than 

2. t 0 b many 

3 much 7. t 0 

4. to 

)you. taller( 1 S He 5. 

have? you do )brother How( 6 

) e a t . something( ロ¥eglve please 1 

解答らん中の語は正答である。

分析的問題正答率

Eロ
τヨ 21 3 -1 4 I 5 I 6 I 
17 1601 17 156 163' 50 ! 58 

表 15 調査問題正答者数

回ぢ

'
O
 

A
崎!
 

5 

今
d
d
u
 

i
 

2 

au -

-

表 14 

何日一 答主喜

分析的問題正答者数分布表 17 調査問題正答者数分布表 16 

tha.nについて① 

調資問題の正答 47であったが，分析的問題では 63である。両方正答は 39 ，調査問題だけ正答8

t h e n ， t h a n e ， t h am， t h ernなどと spellingが誤って分析的問題だけ正答24となっている。

誤答となったものが 10である。

比較級の伝導には-erを一つの手がかりとい thanをもう一つの手がかりとして指導するととが必

要である。

f 0 r (6) ， h a s ， d 0， d i d ， h a v e ， h a v 誤答例としては，先の spellingの誤り以外に ，a (2) 

a t ， i s ， wa s ， i n ， t 0 ， a r e ， y 0 u ， g 0 0 d， s 0 ， t h e ， j u s tなど。そのほかdas，boutles

l 口utsなど全〈でたらめと思われるものもある。

not - a.sについてso ② 

との裂は 1年あるいは2年の教科上の比較級の問題に関連するのであるが ，正答数は 17であったc

警にでてきているものであるが， dγi 1 1の時聞があまりとられていないのか ，結果がよくない。例え

Re ad e r sのテキス トでは， 1年のときにでているがけ諜の中に比較級 ，最上級ぽNewprince 

と非常に多く ，しかも時間もあまりかけないですぎてしまうようになっていS o-a S as-as，not 

centcred る。これはもちろんas-asとの関連において指導すべきである。生徒はとかくword

mindになりがちで，そういう関連語句に注意しない例が多いが ，構文の徹底をはからねばならない。

誤答例としては iS(13)，that(8).tO(7).for(7)，than(6)，by(3)，did，then，

S 0， t h e， he 1 p ，wo rk， f r om， us， d r i ve，そのほかfoo，aluesなどがあった。

③ 

元来不定詞は現代英語の動名詞的な性格をおびた名詞であって ，それに前置詞の toがついて，いたも

toについて

ので ，時代の流れとともに，不定詞は動詞的性絡を前面に出して現在のようになり， 前置詞の意味をも

っていた toも，不定詞の記号化して現在にいたって川るのであって，現従では不定詞といえば， t q+ 
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動詞の原形をさすことになっているくらいである。この表現も中学 1年のときから，名詞的用法を始め

として ，諾用法が逐次教えられているのである。調査問題に出されたものは ，名詞的用法で ，wan tの

あとにくるもので，生徒にはよくふれるものである。正答は 62。同じ使い方のものを分析的問題では

jE~ 6 0となっている。両方正答460 調査問題だけ正答 16 ，分析的問題だけ正:e;:1 4であった。

ft析的問題では ，さらにsomethingのあとにくゐ彬容詞的用法と， g 1 adのあとにくる副詞的用
注について謂べたが正谷は 58，56であった。この分析的問題るつについて 3つ正答 39，2つ正答

1 8， 1つだけ正答 18となった。

ad殺事例をあげると， 0 f ， f 0 r ， a， i n， i s ， h a s ，me ， t h e ， wh 0， n 0 t ， a r e ， s a i d， t i me ， 

f ews ， he ， f r om， h a v e ， i h a t ， c a n ， a n， a n d ， 1 i k e ，wa s ， 0 n ， Y 0 u ，そのほか， spell 

のでたらめなもの svits，bsy，youts， sinc， lonstなどである。

④ How muchとHow manyについて

How muchに関して予想した通り，結集は思わしくなく，正答数は調査問題では 18，分析的問題

-rは 17であった。 NewEveryday English，Junior Crown，New prince Rea-

de r sでは 1年あるいは 2年のときに ，muchがそれぞれ量を示す使い方としてでてきている。しかし

How muchの裂はNewEveryday Englishで，iいくら」と値段をきく例があるほかは ，具

体的に量をきく例としてはでていない。 howとmuchの使い方はそれぞれでているのであるから，Row

much -とする応用力が望まれるわけであるが，テキス トをはなれても ，重要な事は教えなければな

らない。

誤答例をあげると ，調査問題にも ，分析的問題にも ，それぞれmanyが36，32表われていゐ。そ

のほかにはar e ， m a y ， a， i s ， h a s ， y 0 u ， c u p， t h e ， a n y， t a k e ， we 1 1 ， my ， m e n y ， g i v e 

letter，little，mane， to，on， some， 1 ike，whichなどがある。

一方Howmany，How muchの誤答の中にRowmanyが 32，36とあるように，正答もHow

muchより多いと予想したが，正答 50は少し低すぎた。誤答にはmeny，miny，manys，may，my

anyなどspellingの問題と思われるものが10ある。他の誤答例をあげると ，are，not，you 

wa s ， h a s ， d i d ， 1 0 n g， t h a n ， y 0 u r ， t 0 ，w 0 n t， t 0 u t s ， d i s ， b u c t e f i 1などである。

文法事項や ，語法の指導では生徒の実態によ っては ，構造面では 5文型にきめて，それをもとにして

文法事項をつみ重ねていくとか， 2 53定型にするとか，さらに細分して 70とか 80とかにするとか ，

ということがきまってくる。そして次に必要なことはfUl1ction wordsあるいはstructure

wordsを確めて，その使い万をどの程度，教えこむか，その上にたってこまかい文法事項が教えられ

てくるわけである。そのためには教材研究をしっかりやって ，指導案をたてて同じことを繰り返し，繰

り返し指導していくことが大切である。 1つのことを教えとむのに， 7回位繰り返さないと，徹底しな

いものだというが，それ位の繰り返し以必要である。とくに中以下の生徒の場合は，こまかい分類をし

て，複雑なことを教えようとしてもむだなことであって，基本的な事項だけに限って，繰り返し ，繰り

返し，教えていくのがよいと思う。
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4 書く力について

(1 ) 書き換え問題

(調査問題)

次の 1， 2 ， 3を〔 〕内のさしずにしたがって普きかえるには，それぞれ口の中にどんな

単語を一つずつ入れたらよいですか。それらの単需を解答用紙のそれぞれーのところに審きなさ

し、。

1. The boys went to scbool. 

( r・・・しているところでした。」という

過去の進行形の文に笹きかえよ。 〕

回四回目因因.

2. Tom 0 p e n e d t h i s b 0 x • 

l r・・・は-ーされたの」という過去の受け身の

形の文に菩きかえよ。〕

回 目回目因 困.

3. He i s r u n n i n g f a 5 t . 

( r・ーはなんと ーでしょう。」という感嘆文

に沓きかえよ。〕

回目回目因!

(分析的問題 )

解答 ら ん

Tbe boys were going to 
1. 
scbool. 

This box was opened by 
2. 
Tom. 

五 How fast he is running: 

(解答らんの中の文は正答)

次の各文をそれぞれ(

さい。

〉内の指示にしたがって奮さかえなさい。答えは解答用紙に警き入れな

( )内に解答をいれさせたもので .( )内のものは正答。

解 答 ら ん

1. τhey swim in the river. 

(現在進行形に)
1. 官ley(a.re) (5両rnming) 1n the pool. 

2.. He runswitb his friends. 2. J色。ras)(rurming) witb his friends. 
(過去進行形に)

五、'{hisis a very pretty f lower. 
5.1何nat)(a) (pretty) (f l 口~~r) (tbis) (is)! 

(感嘆文に) 4. 。-Iw)(kind) (he) (is)! 
4. 上主~ i5 very kind. 

(感嘆文に) 5 仏)(50ng) (is) (sung) (by) (her). 

5. ~ sings a song. 

(現在の受身文に)
6. (百 is)(book)(was )(wr i t ten) (by) (Tan's)(fa ther). 

ι Tcrn s father wrote th!s book. (過去の受身文に)
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表 18 調査問題正答者数

表 2口 調査問題正答者数分布

|正答数L_3_j _ 1 I 2 ， 3-' 
|人数 I60 I 28' 9 I 3 ! 
① 進行形について

表 19 分析的問題正答者数

表 21 分析的問題正答者数分布

調査問題ではThc boys went to schoolを過去の進行形になおすもので ，正答は14であ

った。 goingを使おうとしたものは正答を除いて 32 ， We n t i ngとしたもの 11。主な誤谷例をあ

げる と，The boys Oe going to school. The boys did going to school. 

The boy were going to schooJ. The boy was wenting to school. 

The bOYs was going to school. The boys is going to school. 

T h e b 0 y s we n t g 0 i n g t 0 s c h 0 0 1. T h e b 0 Y S wa. s we n t i n g-. T h e b 0 y s 

we r e we n t i n g....... Th f! b 0 Y s i s we n t i n g.....，などである。このうちThe b oys was 

go i ng-というのがかなりあったが，それらを含めて， ここにあげた誤答の場合は進行形は多少わかっ

ているが， we n tをwere goingにするときの操作に誤りがあったものであろう。その他に， 問題の

怠味をとりちがえての誤答となったもの，すなわちThe boy was going "0-が 3， Th e b oy 

is going to-が 1，The boys arc going to-が2あったcまたWereをwearと誤

った spellingじ問題のあるものもいた。これらはいずれも不注意，あるいは spellingの問題と

いえるもので，進行形そのものはある程度心得ているといってよいであろう。こういう誤りをしたもの33

である。その他の進行形を理解していないと思われるものの誤答例はThe bリys Was went to 

s c h 00 1. Th e b 0 Y wa n t e d wa s t 0 S c h 0 0 1. B 0 y s wa s g 0 t 0 t h e s c h 001. 

The boys was wented to school. The boys know went to school. 

The boys are gone to school. The boys was gone to school. The 

boys wentied to the school. The didn' t boys went to school.など

である。

分析的問題では，書き変える部分を指示した。理由はほかの部分の spellingの写し違いなどを防と

うと思ったからである。現在進行形の場合がる 2，過去進行形の場合が 66という正答であった。議答を

分析してみると ，現在進行形の場合は ，are swimingが 12，are swimningが 1とSWlmrn-

lngの spelling，こ問題のあったもの 130 is swimming 3， was swiming 1， is swi-

ming1，were swimming'lと，te nseあるいはconcord及びspel1ingの誤り 7であ

った。計 20は進行形はわかっていると忠われた。

過去進行;#の方をみると， was ranning1，was runing2，was raning1とrunnlngの

spellingに問題のあるものが 4， we r e r uロning'l，i s runni ng2とte n 5 eまたはcon-

cordに誤り 5であった。

このように進行形そのものでなくて，時制とか ，主語と動詞の一致とか ，spellingというか，動
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詞の活用をしっかり覚えこんでいないための誤りがかなり~い。その他の誤りは ，現在進行形ar

swim，has swiming，will sWiming，play swim，play swiming，swimming 

to，swim got，hav swimmingなどであり ，過去進行形では ，was runed，was runs 

ra口ing to，das runs，was run，runs withe，did running，is runs，is 

runed，runs ha~ ， has runnings，had runsedなどである。

②受身の形の文について

調査問題では ，Tom opened this box.をThis Oox was opened by Tom.に

変えるものである。正答は 34であった。能劫態の文を受身の彬に変えるのには，先ず始めの文の最後

にある単語を主語にし，次に oe動詞をもってきて ，本動詞の過去分詞の形を続けて ，さらにそのあと

にbYともとの文の主穏をもってくるとできあがると ，生徒の頭の中にはあると思われる。 ζのような

公式にぴったりあてはまる問題がでればよくできるが.少しちがって最後に前置詞句がきたりしている

と，とんでもない解答がでてくる例がよくある。

rhey eat rice in Japan. をかえきせたのであるが， Japan is caten ricc 

w!th them.とした。文の一番最後のものを文頭にしてっくり， by thcmは正しくないと思っ

たので ，with themとしたという ことがある。 同じときに ，We s a w h e r e n t e r t h e 

ro om.を受身の形にかえさせたら ，The room saw to enter her.などがでてきたりす

る。またHe is wel1 known to the wor1d as a novelist.を能動態にさせたら

ζの文にはby-の形がないから，一般の場合と考えて， Theyを主語にして， They know h im 

10 the wor1d as a novelist we11.と解答した生徒があった。とれらの生徒は能動態

を受身の形に， またその逆にすることを理解しているといっていいのかどうか。公式は知っているが ，

そのあてはめ方がまずかったということになるのであろうか。それにしてもこういう生徒は非常に多いn

もちろんこういう人たちは理解しているとは云えないわけで，英需そのものがわからなくとも，機械的

に公式にあてはめて ，出来ればよいというものではなく，本当に英語の締造を理解させることが大切で

ある。

語査問題では .上の正答以外は受身の形をととのえたものは 21 ，そのうち ten s eに誤り 4， 

。pcn c dとしないでopenとしていたもの 5で， あと はbe動詞と openの過去分詞のopenedと
形はととのっていたが， Tomwas opened by this box. などとしたものが多かった。

分析的問題では， she sings a song.をA song is sung by her.としたものは

9， Toms father wrote this book.を This book was written by Toms 

i a t h喧r.としたものは 27であ った。誤答の中に指示に従わないもの，例えばAとしないでTheと

したもの 3，Song i s sung-.としたものもいた。そのほかに形はととの っているが，動詞の活用

lに誤りのもの ，すなわち ，s u ngとしないで， sang， S ingen， singed， song， sing， swun 

S 1 n g sなどとしたもの， 2 8 ，またwrittcnとしないでwrote，writtn，wroted，wret-

t e n， ， wr i t ， w r i t e dなどとしたもの 31とな司た。また by herあるいはby Torrf s fa-

t h e rとしないで ，for herまたはf0 r Tom' s f a t h e rとしたもの ，by sheとしたもの

もあった。そのほかの誤答例ではShe has been sings a song. The song was 

singing by her. She is song by a sing. Tom' s faiher has been 

wrote this book. This book had wrote Slnce Tom' s father. This 
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。ok is to wrotey Tom s Iather. など，全〈理角草していないと思われるものが，当事
‘った。 A song is sung-より， This book was wr ltten-に正答が多いというの

し後者の文例がより多〈練習されているため之考えられる。単に義援械的になれさせるのでなくて，時

司をかけて，くり返し，くり返しやらせ ，t r a n s f 0 rma t i 0 nの原箆などを応用して，一つ一つ線

記づよくのみζまぜるととが大切である。

その11~の誤答例は次のようなものである。 She is singing a was song. She sings 

i8 lerag as snng. Sang is a sing by her. A sang is have 8hc si-

19.5. The song was singing by her. They swim she 51ngs a song. 

She is sing by a songs. A song has singed by her. The song has 

singed by her. The song has sings IS she. A song has sings by 

her. A song been sings by she. A song has been her slngs. A 50-

ng is by she sing.また ，Tom s father were been wrote thls book. 

This book was been Tom s father wrote.This book was father wro-

te by Toπt s. Tom is father wroted this is book. Wrote book Tome 

t h i s b a t a s u t s 1 0 s. Tom i s f a t h e r w r 0 t e wa s t h i s b 0 0 k' s. He r u ns 

toms father wrote this book. This book had wrote by his father. 

This book a father wrote the Torn. This book Tom s father was by 

wrote. This is father wrote this book tom s. 

調査問題と分析的問題5つ全部正答はわずか 5であった。

③ 感嘆文について

調査問題はHe is running fast.をHow fast he is running!に変えるもので

正答は 50 H OW  f a s t r u n n i n g h e i s. Wh a t f a s t r U n n i n g h e i s. H 0 w 

running fast he is. ~庁lat running fast he isが多かった。感嘆文はHowか

Whatをもってくればよいという意識はかなりつよいようで， Howを文頭にもってきているもの 45 ， 

Whatを文民買にもってきているもの 39であった。その他の誤答例は ，

What he running ho is. What he is running fast. How run fast 

he is. He is how running fast. How fast is running he. The is 

a running fast. What fast run he is. What a run he is. ~乃1a t 

run fast he is. How a running fast is. 羽市at a fast he running 

How h e r u n n i n g ve r y f a s t. Hovr f a s t h e r u n i s. wh a t a f a s t 

r u n n i n g f a s t h e. He w i 1 1 a r u n f a s t . 羽川lat do you running fast 

He is very runnlng fast 

分析的問題ではThis is a very pretty flower.をwha t a p r e t t y f 1 owe r 

t h i s i s 1および，He i s ve r y k i n dをHowkind he islに変えるものであった。い

ずれも，調査問題に比べて，典型的な問題だったためか ，正答は 53と 4Oで両方正答は 39であった。

誤答をみると ，This is a very pretty flower.の万で， wha tを文震にもっておt

ものは正容を除いて 25 ， Howは 15であった。 He i s ve r y k i n d .では， Whatをもってき

たもの 20 ， Howをも ってきたものは正答を除くと 18であった。分析的問題だけをみると，一応住
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徒の大部分は ，Wha tにしたらいいか， Howにしたらいいかは心得ているように恩われる。

誤答は次のようなものである。 Wha t a f 1 owe r p r e t t y i s t h i s. 'vVh a t a 

very pretty flower this is. What a pretty flower is this. 

What this is a very pretty. What is a very pretty flower. 

What are pretty flower this is. \九~at a pretty this flower is. 

汎~at this is a pretty flower. How pretty a this flower is. 

How pretty flower this is a. Howa very pretty flower th1S. 

110w 18 pretty flower this. How a pretty flower this is. Very 

pretty flower a this is. This flower is a very pretty. This 

i s a ve r y p r e t t y f 1 owe r s. Th i s i s a ve r y f 1 owe r p r c t t y. Th e 

flower very pretty th1s i~ 

また How kind is he. Very kind he 18. How very kind he is. 

He Was very kind巴s.He is very kinding， How he 15 kind. How 

is he kind. What klnd he is. Here is very kind. What he is 

klnd. What IS very klnd. What kind is he. IS he very kinds， 

What a very kind he is. What is very kind. What a he kind， 

What a klnd he is. 羽市at very kind he. 

こうして ，答きかえをやらせてみると，公式をよく理解しないで ，適当にその公式をあてはめたり，

誤った公式をあてはめたりしているものが非常に多<，また， 公式はわかっててもspelling，動詞

の活用，主語と動詞の一致といったような面の誤りも ，非常に多い。そういった構造の理解には JC分

。T(直接構成要紫分析)とか，また公式を身につけさせるためには， pattern practiceとか ，
transformationを応用するとか，くふうをこらして，指導にあたることが大切であろう。
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(2) 笹く ことについて

(調査問題)

次の 1・2.， 3の日本文の酬を表わす英文をつくるには，それぞれの仁ゴ の中にどん神

話を一つずつ入れたらよいですか。それらのや.箆を解答用紙のそれ-U¥.OJ一一ーのとこぶこ奮さな合、。

回目白白日?

日 目巴l-=_j[ヨ

解 答 ら ん

1.羽乃1en did you come here ? 

2 1 gave him a boo~ 一 一 一 一

5 1 saw Tom standing there. 
一 一 一

(上文は正答)

百)がそζ に立っているのを見ました。

日 日目白日

(分析的問題)

次の日本文の意味在表わす英文をつくりなさい。答えは解答用紙に笹き入れなさい。

1彼はいつ大阪へ行きましたか。

Z彼女はわたしに本をーさフくれま Lた。

五わたしは彼がそこを走っているのをみました。

4.彼は7メリカへ行ったことがあります。

5.これらの鉛筆のうち，一本は赤い。

6.わたしは彼が歌を歌っているのをき hました。

1彼は右手に本をーさつ持っています。

8.彼は川で泳寄ます。

鱗 答 ら ん

日L Wlen did he cqm to (baka ? 
2I8ile gave me 土 boo~ 

五 I S肺 himrunnlng th.ere. 

4. He has been to危anca.

5.α1<<::of these pencils is red. 

ι I heard him singing a song. 

7.1 !長 hasEbookin his right h組 d.
a EIe sw irns i n t h e rlV e r. 
一 一一

答

ん

の

文

正

解

ら

中

英

は

谷

(分析的問題)録音テープ .テスト

例 fHe al 

~ He i s 且n

IHe w十

En g 1 i s h t e a c h e r. 

English tcacher. 

En g 1 i s h t e a t h e r. 

:' e 

ミ尽

1. iα1e of碍T students is going to kmrica 

4α1e of rrv students are going to ~rica. 

I ()1e of珂Tstudents go to Arrerica. 
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次の日本文を英文になbしたら，そ

れぞれ三通りの文ができました。二阿

ずっくり返して読みますからよくきい

て，何番目のものが正しいか，その番

号をOで囲みなさい。
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3. I位e・hasa fla明 rin her right hand . 

..( She bave a flower io her right hand. 

I She had a flび時rin her right hand. 

ノ11 wh izth ad 1 s a w h e c r 0 s s i n g t h e r 0 a d. 1 saw him crossing the road 
1、1 went to Toky 1 have been to Tokyo・1 had been to Tokvo・

例彼は英語の先生です。

1 わたしの生徒たちのうちの一人

がアメリカへ行くところです。

2. 彼はプールで泳ぐ。

五 彼女は右手に一本の花を持って

います。

4 わたしは彼が道を横切っていく

のを見ました。

E わたしは東京へ行ったことがあ

ります。

解答らん

例/1 (2) 3 
T lω 2 3 10印は正答
2I 1 (IJ 3 
3I Q) 2 3 
4I 1 2 ③ 
5 I 1 ② 5 

表 22 調査問題正答 表 23 分析的問題正答

番号

~河川I2 
録音・テーアテ外

表 24 調査問題正答者数分布 表 25 分析的問題正答者数分布

正

ペ~.....:，_.テスト

録畜ユーヌテスト

① 「あなたはいっこ』にきま したか」について

調査問題の結果は正答は22 であった。誤答には .~en did you came here?川市en

did you come hier?When did you go hear?When did yougo there? 

1明len did you come there?など .spellingの問題，あるいはcome hereをgo

there としたものや， ~en do you comc here?とかWhen do you came there? 

~en do you go here?~en do you come here?など ten s eの誤りがかなり

あった。¥Vhenをつかうと考えていたものが，正答を含めて 47あったが ，一般動詞の疑問文をつくる

のに.do，does，didをつかうことを知らないで ，b e動詞をつかったものが?であるが語願の乱れ

や，動詞の活用の乱れが多かった。
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分析的問題の「いつ彼は大阪へ行きましたか」は正答が 2.7 ，誤答では羽市en does he go 

to Osaka?，¥Vhen did he went to Osaka?'When did he going to 0-

saka? .v.乃len does he went to Osaka?，¥Vhcn he went to Osaka?などが
みられた。Whenをつかったものは正答を含めて 57であった。 その他の誤答は， Howhe i s 

~Lnt to Osaka?Does he went to when Osaka?，He has a go to 0-

saka?Did he wheher to on Osaka?，Does he go to the Osaka?， 

V¥ha L h e h a s we n t i n 0 s a k a ? ， ¥Vh e r e d 0 e s h e g 0 t i n 0 s a k a i ，羽1hy

diri he f;'oing to Osaka?He has a got tho Osaka?などである。

② 「わたくしは彼に本をーさつあげま した」について

調査問題は正答26であった。

誤答をみると ，1 give hirn a book.l geve him a book，1 given him a 

book.I gave he a book.I gave his a book.I given a book toh~ 

など ， tenseや人称の誤り ，spellingの誤りと思われるものがいくつかみられた。特に I

give him a bookは 4， 5名見られた。 geve，givenのように， 活用のしっかり身につLて

いないものも多い。そのほか ，語j顔の違いがかなり多かった。 1 gave a book him.l gi-

ve a book him.l gived one book his.I gave a book he.l geve 

a book him.I given a book him.また ，動詞を除いて日本語の語順によって並べたと窪、

われる1 gave he book one.l gavc him to boo~のような誤りも見えた。

分析的問題ω「彼女は私にーーさつの本をくれた」については， IE答は 35，誤 りは調査問題の場合と伺

じく，時制 ，語順に多く.She give me a book.She gave a bookme.Shegi-

ve a book me.She gives me a book.She gived a book me.またgave

のspellingや，冠詞をおとしたものもある。 She gave book to rne.She giave 

me a book.She gived me a book.She goive me a book，She geve 

me a book.She given book to me. 

調査問題と分析的問題との実施された時期が ，僅か 2ヶ月ほど ，ずれていたのだが ，分析的問題はか

なり， 生徒の実力の向上のあとをみせている。誤答にしても ，調査問題のときにはa b 0 ok meある

いは， g i veの単語以外のでたらめのものも多かったが ，分析的問題では， me a b 0 okの裂をとっ

ているものがずっとふえている。またgive以外の単語という ものはget，is，hes，wasと少なく

なっている。 giveのような，ひんばんに表われる単語は，ヌ型.というよりも，一つ一つ語法を確実に

身につけさせることが必要である。

③ 「わたしは トムがそこに立っているのを見ました」について

調査問題は正答は 4であった。 誤答をみると 1 sow Tom standing that.l saw 1・om

s t a n d there. 1 saw Tom standed there. と一応の裂をとLのえているのが2.

Zで他は全然，形をなしていないものばかりで，この文遡.がいかにわかりにくいかを改めて知らされた与

参考のため他の誤答の例を少しあげてたく。 1 met Tom is setting.I see stand 

it Tom.I will seen Tom that. 1 saw there stand up Tom，I see 

stern drap Tom.I look to stande him.I have the Tom see.l we-

nt seen this he.l was seen sitting Tom.I saw Tom the stand. 

-198ー



1 saw Torn was stand.1 saw Torn this stand.1 see get up Torn.1 

seen stunding Torn it.l see standing Torn there.1 saw Torn there 

standing.1 saw Torn there stand。

分析的問題では .i私は彼がそこを走っているのを見ました」と「私は彼が歌を歌っているのをき』

ました」の二つであるが・正答はそれぞれ7と5であった。誤答をみると .1saw hirn rolning 

there 1.1 saw hirn running it 2.1 saw he running there. 6，1 saw 

he runing there 1.1 see hc running ther 1.1 scc he running t-

his.1.1 see he running that. 1.1 see he running hear 1，1 saw 

hirn run there.4.1 saw she run here.1など一応文型をと hのえているものがふえ

ている。その他1 saw hirn there running.2.1 saw hirn tbat running.1もあ

った。その他の誤答は次のようなものである。 I know this run he.1 have see ru-

nning he.1 was run rneet he.1 saw hirn tbere runs，l saw running 

there he.1 saw run to he，1 see is running hirn，l saw that his 

running.1 looked it hirn run.1 see his there run，1 saw he has 

run.1 saw he the running，l weet hirn there running，1sew there 

runs hirn.1 was this run，1 saw him the runs.1 saw the his run-

nig.I saw him this lanning，1 saw lunning that his.1 sec runi-

ng is he.1 see roning he there.1 look the running him。

「樹立彼が歌を歌っているのをききまLitJの正答は5であった。誤答は，1 heard he singing 

a song. 3，1 hear he singing a song. 1，1 heard him sing a song 1， 

1 heard him singging a song. 1，1 heard she sing a song.1 ，1 he-

ard him sings a song.2，1 heard she sings a song.1，1 heard he 

sing a song，4，1 heard him to singing song.1，1 listened her 

s i ngi n g a s 0 n g， 1 ，1 h i a r d h i m s i n g i n g a s 0 n g.人 など一応文裂をと』のえて

いるもωがかなりいたことは上の場合と同じであるが ，se eとかhearの活用をしっかりつかんでい

ないものが目立った。

調査問題にもみられたが ，分析的問題ではかなり出てきたものとして ，1 saw that he was 

r u n n i n g t h e r e.ぉ‘よび.1 heard that he was singing a son~ である。そ

れと 1 saw him run thereと1 heard him sing a son~ である。いずれも文とし

て正しいことにはちがいがないが，意味がちがってくることるしっかりつかませる必要がある。 Isaw 

that he 'was -は，例えば， I saw that he was hurrying ，so 1 didr{t 

ask him 品ny q 11 e s t i 0 n s.のようにcause，reasonとか effectを表わすのにつかう

のである。またI heard that she was singing a son ~ は， i誰かが .彼女が歌っ

ていたと云ったのをきいた」の意味となる。それからI saw him run there.は動作の完了を

示すわけである。それに対し J 1 saw him runn】ng there .は動作の進行中を見たというこ

とで .1 saw him when he was running there.の意昧であるから，この意味の相違を

しっかり a理解させる必要がある。

録音テープ ・テストの問題 J iわたしは彼が道を償切っていくのを見ました」の結果をみてみると ，
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正答は 45，he crossingとしたもの 36，hi s crossingとしたもの 18であったロ乙の

問題は ，確率 1/3とは云え， 45人のものは ，響かせた場合はともかく，正しいものを選ふ・ときには，

誤 らないと見てよいと思う。もちろん中には，警かせたとき he runningとしていながら，録音テ

ープ・テストではhim crossingを選んだものが3， 4人いる。しかし正答の大部分は ，警かせた

ときには， himrunningあるいは， himrun としているもので， ncxu自の関係を心得てい

るとみてよい。

な;1:，-， him running，him crossing，him singingの関係がいずれも nexusの関係、

にあることをはっきり理解させることが大切である。ぞれにはhe is runningがhimrunn-

illgにかわったとする trallsforrnatiollの原理が役に立つであろヨ。しかしこれには1 saw 

him running と 1 saw that he was runningとを同一視させる危険性があるので十

分注意を要することはいうまでもない。 I saw him when he was runningから， 1 s-

him running.を導〈のがよいと思う。

④ f彼はアメリカへ行ったことがありますJについて

正答は 14であった。-Lt;He has been to America.を正答としたが ，i n Ame r i c a 

も正答に加えるなら正答は 18となる。な沿アメリカ英語ではhas goneもつかわれてはいるが，こ

こでは正答からはずした。 has goneとしたものは 1である。誤答のうちhas been gone -， 

has been to go -，has went to -，have wents to -，He has been an 

Ame r i c a.などは， 現在完了形を使わねばならないとわかっていたものと思 ってよいかどうか。他Jこ

went to -，was going to -，bad been in -，went to in -，had ever 

to -，have go to -，did going to -， is never went -，has ever go-， 

has once in -， go to the -，ever gone in -，has once go -，was go 

on -， i s wen t 七o-，などが主な誤答である。なたアメ リカをAmerika，Amelicaとした

ものもいた。

録音テープ・テストの「わたしは東京へ行ったことがあります」では .正答は 39であった。 went 

toとしたもの 15 ， h乱d been to -，としたもの 45であった。 had been to - をよいと

したものが 45あった。選択肢にhas gone も加えればも っと変わってきたと も思われる。

なな，ベーノミー・ テストで正答 14のうち，半数の 7は録音テープ・テストに正答を，他の半数は録音テ

ープ ・テストでは hadbeen toを選んでいるが，日本語の「行ったこと」にこだわったものであ

ろうか。

has been to，has gone to -の区別はむずかしいところであるが，それにしても I

have gone to -と云ういい方も ，アメリカでは正しいとされてきて卦り，生徒あてにきている，

pen palsの手紙にも，よくみられるが，このごつの区別を固執する必要もないと思われる。

⑤ 「これらの鉛筆のうち一本は赤い」について

分析的問題の 1つであるが，正答は 1であった。 one of '"の形ができるかどうかと恩ったのだが，

やはり無理だったのであろうか。な;1:，-，正答もいれて， one 0 f -の形をとったものはわずか7であ

った。 One of the rad thire pencils.One of those one is r乱d.One

。f these pencil is red.Those pencils are one of read.Theseare 
pencils one of rad.This pencil one of red pencilである。
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他の誤答は .These pencils that is a red.A read pincle in there it. 

Th号1'e 30 pencsle 30nd on red.These pencils 30re peace of read.Wh-

ile these are pencils one red.One is red in these pencilsなどで

ある。

録音テープ ・テス トミどみると「わたしの生徒たちのうちの一人がアメリカへ行くところですJでは，

正答27，are goingとしたもの41 ，go t， 0としたもの 31であった。なbペーパー・ テスト

で正解を与えた生徒は録音テープ ・テス トではare goingと誤答を与えている。ペーパーでOne

of these pencil is redとした生徒も，録音テープ・テストではare goingを選んで

いる。とれなどは， 英語学習にめって，目から入るのと，耳から入るのとの聞の関係が比較的うすい一

例と云ってよいであろう。この問題は今後の宿題となろう。

(6) i彼は右手に本をーさつもっています」について

lE答は?であった。 正答を除いて， He h a s a. b 0 0 kの部分の出来たもの27であった。 in

his right handの所で， r i gh tが出来ずに正答が出せなかったものは 140 riht，rait， 

light，1ait，leghtなどが，表われたが，ここでも lとrの区別がはっきりと理解されてい羽ハ

ことが明らかである。それから in him handという解答もあったの その他ではHe i s a. b 0-

o k i n h i s me g i ( r租のつもり。か 7) hand，he is hand.He is right hard 
in a one book.He has 1ight hand to the one book、He have right 

h30nd 01 that a book，He is have one book，He h30ve book right in 

his h3ond.He havc a book in the life finger.IIe takes a book to 

his right hand、He has abook to him 130te h3ond.He has been a b-

ook in right hand.He h30s brought a book in his right handなどで

1つHe h 30 V e a b 0 0 k i n h i s r i g b t h a n d.という誤りがあったρ

との問題がこれくらいの出来ということになると， 他の問題の結呆がよ〈ないのは当然という感じが

しないでもない。 同ーの patternをのみζませるのに 100固く らい繰り返して ，効呆をあげてい

るということをきいたことがあるが ，それくらい繰り返さなければならないのかもしれない。

録音テープ ・テストの結果では ，r彼女は右手に一本の花をもっています」であるが，正答は 41で
あった。 haveとしたもの 24.h30dが33であった。もちろんこの場合はh30sのところだけを問題

にしたからであるが，実際にわかっているかどうかは，また万11のこと).7，よる。

⑦ 「彼は川で;永ぎます」について

正答は 16 ，誤答ではHe swim in the river.が 26，He swim 30t thc river 

1.He swims in the liver 1.He swam in the river 1，He swimrning 

in the river 6，He is swimming in the river 1，IIe is swim in the 

river.He is swimming the river.He wi11 siwm in the rever，He is 

swimming 30 rib30r 1.などが，文裂は心得ているのではないかと思われた。 riverの spe 

1 1 i n g については，正しいもの 62，rever，liber，ribar，ra.verなどの誤りがあった。

録音テープ・テストの同じ問題では，やはり swimのところを問題にしたのであるが，正答は39，

swimとしたもの 40，has swimを正しいとしたもの20であった。

録音テープ ・テストをみたところでも ，三人称単数現在の-sやhasはもっと徹底が要求される。
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英作文は我々が覚えている英文を借用して，その一部を入れかえたりして ，英語になかしているので

ある。だから，英作文にあっては，選本的な文型を含んだ英文を出来るだけ沢山覚えてbいて，それを

利用するということになる。それには先ず易しい英文を沢山読んで .英語になじみ， 英語構文になれ ，

英語的な考え方になれ，英語を理解しなければi~ らない。それと同時に .日本文をよく 読みとって，内

容をつかんで，日本語の字句にと らわれずに ，意味を英語的考え方に従って並べなかして，英語にかえ

ていくことになる。ところが也徒は ，とかく日本語をみれば，そのま L逐語訳をしようとする。これは

英文和訳でも同じことである。

それで ，英作文にあっては，色hの基本的な文Z裂をpattern practiceや ，あるいはそれを刺

用した oral compositionなどを通して徹底的に覚えこませるこ とが大切である。文法的な説明

よりあ ，文を暗記させることが必要である。そしてたえず，この白木簡を英語でいうとどうなるだろう

と生徒に関心をもたせ，長業中 ，英文にふれているときに ，その解決を与えてやるという動機づけが必

要であろう。

5 読解力について

(調査問題)

次の|二 コ仰に述べられていることと合ばを s下の 1， 2 ， 3のアパ，ゥ ，:I. ，ォ， の

中から一つずつ選んで，解答用紙のその記号をOで閉みなさい。

[肱Whi t <e h a d a 1 i t t 1 e d 0 g. H i s一was Joh~ John was 
，very pretty，and everyone liked him 

Every morning Mr.Whitc took him to the park near his 

house. John was very happy to play there with Mr. White. 

One day M~ Grecn，one of M~ 羽弓lite's friends，came and saw 

t h e d 0 g. "Wh a t a p r e t t Y d 0 g y 0 u h a v e 1 H h e s a i d. "Wi 1 1 y 0 u 

give me the dog?8 "'No，I can't，" said Mr.White. 

Mr. Green came very often and asked Mr.京乃lite to give him 

t h e d 0 g. A t 1 a s t Mr. wh i t e s a i d， /1 Ye s f! Mr. G r e e n . w a s ve r y 

glad. 

On a cold winter day Mr. Green ca.me to take John. He put 

John in a box and drove for twenty miles with the box in 

h i s c a r. V.乃len he drove back to his house，he put the box 

a t t he do 0 r. 

The next morning Mr. White heard some sounds at the door. 

He opened the door and there stood John. 

(注 )mile rマイル」 sound r音」
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ア Johnwas given to Mr. Green，because Mr. White did not 

like John. 

c1> John was given to M1'. G1'een，because M1'. G1'een wanted 

John ve1'y much. 

ク Johnwas given to M~ Green，because John dje not like 

M1'. ¥Vh i t e. 

エ Johnwas given to Mr. Green，because John liked Mr. 

Wh.j t e '. ve r y mu c h. 

ォ J0 h n wa s g i v e n t 0 .M1'. G l' C C n ， b e c乱useM1'. White wanted 

John ve1'y much. 

7 M~ Green d1'ove back to his house afte1' he played 

w i t h t h e d 0 g i n t h e p a r k. 

イ M~ G1'ecn d1'ove back to his housc afte1' he put the 

b 0 x a t t h e d 0 o. r. 

2 ~ゥ M1'. Green d1'ove back to his house after he gave his 

d 0 g t 0 h i s f l' i e n d. 

エ M~ G1'een drove back to his house after he took the 

dog to the park. 

@ M~ Green drove back to his house afte1' he got the 

dog from his iriend 

ァ J0 h n c ame b a c k t 0 h i S 01 d h 0 u s e i n a n h 0 u 1'. 

~ John came back to his old house the next mo 1' nin~ 

3 Jゥ John came back to his old house the next evenin~ 

エ John came back to his old house the next night. 

ォ John came back to his old house two days afte~ 

0印正答;

(分析的問題)

次の仁コの中の文と同じ内容を述べているものを ・下の五つのが中から選んで s解答らん

にその記号を欝き入れなさい。

Swift was a g1'eat w 1' it e~ He was t1'aveling witb his se1'-

vant Tom One day he w&s going out in the rai~ He called 

f 0 l' h i 5 b 0 0 t s. T 0 m b r 0 u g h t t h c b 0 0 t s a t 0 n c e ， b u t t h e y 

were not cleane.d.'. He said to his servant，JI:vIy boots are not 
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c 1 e ane d. 羽~y did you not clean thernyH 

The servant answered，HAs you are going out and the 

roads a r e s 0 b a d ， 1 t h 0 u g hもしhat your bQots woはld be dil"ty 

H a ga 1 n. 

Swift wanted to start. The servant said，HI have not fi-

n i s h e d my b r e a k f a s t ye t. H 

，，"Vi t h a s rn i 1 e 0 n h i s f a c e， Sw i f t s a i d l H We 1 1 ， i t i 5 n 0 u 5 C • 

You will 500n get hungry 
H 

agaln. 

(注) boot(s) i半長ぐっJ

call for i要求する」

| ァSwift and Torn were traveling together 
:: ィWhen Swift called for hi5 boot5，his servant brought 

t h e m t 0 b. i m a t 0 n c e. 

ウ The boots that Tom brougbt to Swift were dirt~ 

エ Tom did not clean the boots b巴cause he was hungr~ 

オ When Swift was going out，Tom had already finished his 

breakfast. 解答らん

I (分析的問題 ) 録音テーフ テスト

Hanako~ friend Masako is 

not feeling so well. 8he ca-

u g h t a c 0 1 d. T h e c 0 1 d s e e m s 

to be growing worse ， ~ o she 

wants to see a doctor to da~ 

She has not decided what 

doctor to see. Perhaps she 

will see Dr，Sato. He wi 11 

perba.ps tell her to stay in 

bed for a few daYL Perhaps 

h e w i 1 1 g i v e 11 e r a s h 0 t ， t 0 o. 

巳コウ 1 c解答山の文字は正答)

次に少し長い文を二回読みます。その内

容とあう，ものを下の八つの文の中から三つ

選んで，その番号をOでかこみなさい。

1. Hanako is ill. 

② Hanako's friendMasako is ill. 

3. 8h巴 is getting b巴tte r. 

@ S he wants to see a doctor. 

5. She has decided what doctor to see. 

6. Dr. S ato wiU tell her that she 

way go out. 

z She has stayed in bed for a few days. 

@ Dr，Satowill give her a shot. 

(注) a shot i注射J

C洞]正答
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表26 調査問題応答分布 表 27 分析的問題応答分布その 1

話冬空 ア コニ オ

5 ⑪ ? 34 ? 

2 11 1¥6 2日 12 ⑦ α日正答
5 8 @ 11 11 6 表 28 分析的問題応答分布その 2

C印正答

(正日正答

① 調査問題について

1香はMr.Green ca.me very often and asked Mr.White to give him 

the dog. At last Mr. vVhite said，IIYes，" Mr. Green was very glad. 

のところの意味内容で「ィ」の--， b e <: a u s e Mr. G r e巴n wanted John very muc~ 

を選ぶもので， 4 0の正答者ーであった。 iエ」 の-Jbecause John liked Mr. '"川ite
very much.が 34もあったが，いずれも， John was given to Mr. Green，--のとこ

ろを無視して， J 0 h n wa s v e r y p r e t t Y ， a n d e.v e r y 0 n e 1 i k e d h i瓜の文だけをみて

似ているからと選んだものと思われる。

2番については .On a cold wint.er day Mr. Green came to take John. 

He put John in a box and drove for twen.ty miles with the box 

in his car.¥Vhen he drove back to his house，h巴 put the box at 

the door.から「ォ」が正答であるが7であった。戸口の所にその箱をおーいてから， 家へ入ったと

でも考えたものか， iイ」の応答が46もあったが ，明らかにdroveという単語を見必としたものと

思われる。 また「ゥ」と応答したもの 20であるが，この生徒たちは恐 らく，全文を読まないで，ある

いは読んだにしてもMr.羽なJi t eとMr.Greenとの聞で，どちらが犬空くれて aどちらが犬をも ら

ったのかの区別がつかなかったものと恩われる。

3番は， The next morning Mr. Vlhi te heard some sounds at the door. 

He opened the door and there stood Joh~ から ，正答は「イ 」 で， the ne-

xt morningとはっきりしていただけに， 62の正答者があった。 next eveningや next

nightに応答がそれぞれ 11ずつあったが， nex tだけをみて応答したものであろうか。

②分析的問題{ペーパー・テスト}について

He was traveling with his servant Tom の文から， rァ」の正しいことはす
ぐわかると考えられたが，正答者は 51である。文型が違っていたためかもしれない。 Tombrou-

ght the boots at onceの7どから.rィ」の正しいこともすぐわかるのであって， 正答は72

であった。またtheywere not cleanedから，iワ」も正しいことがわかるのであるが， 単

語がdirtyという諾を問題の方につかったためか， 正答は61と前間よりも低くなった。 iエ」につ

いては， i空腹だったから，くつをみがかなかった」ということは本文にないし，また「ォ」について

はiTomがすでに朝食を終えていた」ということもないので， iェJ， rオ」とも誤答となるが，それ
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ぞれ55 ， 6 1の応答があった。 rエ」と「オ」の応答をしたものは， 内容が理解でさずに sた宝同じ
ような単語をさがしていって，い LかげんにOをつけたのではないかと思われる。

③分析的問題 {録音テーチテスト}について

調室問題の放送問題にも関係するもので ，hearingでどれくらい内容がつかめたかが問題となるc

Hanako's friend Masako is not feeling well・から2番， S h e wa n t s t 0 

see a doctorから 4番， hewill give her a shotから 8番がそれぞれ正答となり，

64，33 J 4 7の正答となった。 4番があまりよくなかったのは ，5番に応答があつまったためであ

るう。 5番の応答が多かったのは .She has decided what doctor to seeとShe

has not decided what doctor to seeのnotの有無に気がつかず ，同ーの文とき L

ちがえたためと云えよう。伺じととが， 7番についてもいえる。すなわち J S t ay i n b e d f 0 r 

a few daysのところが同ーというだけで応答したものと息われる。 8番の場合はheとDr.Sa-

toの阿一人であることがわからなかったためと見える。それにしてもhearingは非常に大切である

から ，テープ・レコーダ一等を利用して十分になれさせて欲しいもの。

④ 調査問題(放送問題}について

放送問題

I 例ア Sunday is the first day of the wee~ 

イ Sunday is the second day of the week. 

ウ Sunday is the third day of the week. 

コニ Sunday is the fourth day of the week. 

J Monday comes after Tuesda~ 

イ Monday comes after Wednesda~ 

ウ Monday comes after 8aturda~ 

エ Monday comes after Sunday. 

| 解答らん

まZ
2. ア Apr i 1 i s t 11 e t h i r d: m 0 n t h 0 f t h e ye a r . 

解答らん中の文字は
イ March is thc third month oi the Year. 

正答
ウ July is the third month'of the year. 

エ May i3 the third month of the year. 

3. ア Eight and six are eleve~ 

イ Eight and six are twelve. 

ウ E i g h t a n d s i x a r e f 0 u r t e e n. 

コこ E i g h t a n d s i x a r e s i x t e e n. 

E 1. What is the first month of the year? 

7. It is July. イ.It is June. ウ.It is J飢 u島町・ ェItis August. 
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2. IIovr many days are there in a week? 

ア.There are ten. イ.There are seven. 

ウ.Th e r e a r e n i n e. ェ.There are e i gh t. 

3. When does Christm乱s come? 
解答らんの中の文 l

字は正答

7. It comes in September. イ.1 t C ome s i n OC t 0 b e r. 

ゥ.It comes in November. ェ 1t c ome s i n D e c e mb e r. 

表 29 放送問題応答分布

~ ア イ

17 13 

I 2 5 ⑨ 

5 13 12 

17 26 

E 2 11 @ 

5 12 ι 

ウ コニ

11 @ 

23 23 

⑨ 16 

⑧ 12 

16 I 10 

22 I⑧ 

O印正答

Iの 1で「ア」と答えた 17のものは「月曜

のあとに火隠がくる」と 日本語と|可じ語順

に考えたものであろう。

Iの2の正答数が少いのは月の名前がはっき

り覚えられていないことを示すものと思わ

れる。 Eの Tの出来がよくないのもその証

拠と云えようか。

長文読解は生徒が苦手とするものである。これは平素教室で英間英答でもやっていれば好影響を与え

るであろうが，そうでないと a生徒はとかく， wo r d-c e n t e r e dとなりがちである。だから，英文

を訳させると和訳はするが ，つじつまのあわない日本文になっていても平気でいる。

イ列えば ，We should be as careful of the books we read，as of the 

company we keep.という文で ，companyを 「会宇土」として平気でいる。また ，Be a s 

little in the house and be as much out of doors as you possi-

bly can.では littleとhouseを結びつけて， r小さい家Jとしている生徒が意外に多いので
ある。それだから ，He is as brave a man as ever breathed.が 「勇敢な男は息

をしなかった」などと珍訳がでてくる。結局構3とそのものがわかっていないことと，文脈に合わせて辞

書的意味を選択していくことができない。したがって ，さらによく文脈を考えなければならないような

ものは当然わからない。例えば ，読書が大切だと説いて，そのあとにThe dead very often 

have mOfe than the livingとつピくのであるが， the deadや the livingの意

味が前者は「本で代表される死者Jをさし，後者は， r自づき・の周囲の生きている人間」をさすなど ，わ
かりつとないわけである。

W ま と め

発音の商では，日本語と英語の音韻体系を比べることによって trouble Sp0tSを浮きぼりにしa
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それな中心に，現場にのぞんでの生徒の trouble spotsをつけ加えて，訓練していくことが必要

となる。その場合阻々のphoneneだけでなく ，phonemeとphonemeとの結合の要領をも訓練

してトかねばならない。例えば，同じ (a)音でも.haveとhatでは s前後の環境で ，違ってくる。

oba:;:とnoteの 0が，同じ c0 u)であるとしたら，誤りということになろう。 obeyのoは(ou)
となることがむしろ少ないからである。それから， (t)と (u)ができても(t u)ができなかった

り.:". t t h a t t i meのt-th， t-tの結合の要領なども教えていく必要がある。それから ac-

c e n i. ， s e n t e n c e s t r e s sによる意味の構成めるいは変化などに対する感覚そも養わねばなら

ない。また junctureやintonationが英語の理解の助けになり ，その平吾異が意味の相異をきた

す重要な要素となるということを生徒に理解させることが大切である。 He speaks English 

11 a t 11 r a 1 1 y.をそのま L読めは ， i自然に英語を話す」となり，もしnaturallyの前に Jun-

ctuプ巴をたけば ，「[皮は当然英語を話す」となるという具合である。 そして発音に関しては， c on-

tr.~t of minimal pairsの原則ぞいかして教材をつくり，指導していくのが ，効果的であ

る。ぞのためにはテ一ア

speak王crの発音になれさせ，それに近い発音ができるように生徒を訓練させねばならない。

文の構造に閉していえば ，先ず教えるべき基本文裂を定め，それをもとにして ，その各要素を拡大し

ていく方法をとるのがよいと思う。そしてその拡大をどこまでやるか ，またどとまでは徹底させるとい

うことをきめていくことが必要である。それについては ，昭和35年度の県中学校教育課程研究協議会

資料や，県英語教育研究協議会「基本単語 o0口語とその活用」などが一つの基準となろう。

そしてその基本文裂を中心に ，1 C分析な利用して，生徒のrecognitionを助け ，pattern 

-practiceやtransforrnatio立を返して文構造の定着をはかることが大切である。それには，

先ず限定詞 ，助.動詞 ，強意詞 ，前置詞，接続調 ，関係詞，連結詞 ，疑問詞などの機能語のf!ti)Jきを徹底さ

せることが必要である。これらが文構造の理解の si gn a 1の働きをするからである。例えばThe

wi :r g 1 e s n 0 e g 11 y t i g g 1 e d i n t 0 t h e mo g g 1 e.という文をみてみよう。意味はわ

からねながら，英語らしさを感じる。それは円1e，ーしーly，-ed，into， theが， それぞれ，

signalとして働き ，語順とともに英語らしい感じがするのである。こういう signalの働きをiな

す認がなかったら文構造は全然わからなくなる。 He boxed me on the ea~ とあれば。語

順と-edからboxが「箱」でなくて ，rなぐる」の意味をもっ動詞だとわかるのである。
したがって，文意をとbえるときには，まず構造的意味をつかまえて，それから辞書的意味をさぐっ

ていくようにさせねばならない。さもないと上例のboxを「箱」として，全然、意味が不明になってし

まうことになる巳・生徒はとかく ，構造的意味にかLわりなく ，辞書的意味だけで，事をすまそうとしが

ちであるから十分に気をつけねばならな1，、。そのためには辞書の引き方指導もやり，あわせて各々の語

の語法を a一つ一つpatternpracticeを通して，徹底させることが必要であるう。

ぞれから，生徒にとって修飾構造がむずかしいのであるが， expansionあるいは trans-

[()rmationを通して理解，徹底をはかることが望ましい。例えばThe b u i 1 d i n g i s 0 u r 

s c h 00  1. Yo u s e e t h e b u i 1 d i n 3" 0 V e r t h e r e. iわらThe building you 

See over there is our schoo1.という文ができてきたと説明すれば.there is 

the buildingと誤ることはさげられよう。

また ，"Be as little in the house and be as much out of doors 
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as you possibly c a ~ Take things as ~as il y as you may.and depe-

nd upon it， the ¥:llessing- c子 ";:~i! p 可 i 11 one day 1'e turn. /1といっ文

にあって ，始めの部分で .a s-a s y 0 u p 0 s s i b 1 y c a 11の修飾構造がわかって令れば. r小さ
い家Jなどという誤りは必きっこないのである。な会 ，ついでに ，長文理解に関連するが，文と又の関

係も大切であって，例えは上の文で ，文と文との関係、がわかって始めて .you という人が不眠症にか

かっているらしいことがわかるのである。また It is true that not B few men kill 

themselves by overwor~ も「過労で自殺する」とはならないのであネ。 日昼労で命をちY

める」となるものを ，kill oneselfは「自殺するJと辞書的意味にこだわって ，一歩退いて暑え

ようとしないから ，こういう誤りをするものである。先日も，教室でcarb口n dioxideはCO2の

ことであると説明していたら，できる生徒が .rc 0と解してもい与でしょ う。辞書にそうあります。 」
という。この場合は辞書が誤っていることがわかったのであるけれども ，常識的に考えても， C Oiこ

C O2が同じということはあり得ないのに ，気がつかないのである。そしてかくも辞書は生徒に大きな

影響力を与えているのだと驚いたのであった。な;t-C0はもちろん carbonlnunoxideであふa

もちろん中には， Th e t a i 1 wa g s t h e d 0 g.のよコに，常識を働かすと ，かえってまiる場合も

あるが aそれはほとんど例外的な場合と考えてよいのであって ，やはり ，文の諭後から ，常詩的に7とを

判断し，理解する力をも養成させることが大切である。

そしてこれにともなって ，hearingの練習もたえず， 行ない ，英問英答も)JIiえて，百聴正月へとも

っていく ことが英語教育の目的であり，これができれば ，自然，writingもよくなっていく ιである。

文構造がしっかり理解できた上に ，辞蓄的意味を加え aさらに ，文法事項を除hに徹底させていく こ

とが必要である。

少なくとも，語順と文構造の基礎的なものと ，機能語の働さくらいは徹底させて欲しいもの-J.7・'"So

このよにはじめて ，時制とか，仮定法とか， verbalとか ，話法とかという後雑な文法事項ν.うらた

てられたのである。

それからhow t 0 t e ac hについては ，0 r a 1 me t h 0 dとか .oral approach と;:;~ ，ま

たmini ma 1 p a i r sの利用とか ，pattern practice，transforr:tation，I C 分析

とか ，種々いわれているが J、ずれも ，それぞれよい所をもっているのであって ，教師が，よc斤究し
て ，その時その時にふさわしい学習指導の方法で ，効果をあげていくことが大・'.;;である。 どの一つをと

りあげても .それ一つで万能というのはないのである。

この調査研究についてど協力いただいた新潟大学教育学部部師Mrs.Deffner.t，-よぴ中学訟 の校

長先生はじめ諸先生ならびに生徒諸君に心からか礼を申しあげたい。なお~ .この稿の執筆は新潟県立東

工業高松教諭渡辺昌夫である。
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